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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年8月12日(2021.8.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィードバック情報を処理するための方法であって：
　一つまたは複数の無線資源制御（RRC）シグナリングを介して時間単位フォーマット情
報とハイブリッド自動反復要求HARQタイミングK1値の集合とを受信するステップであって
、HARQタイミングK1値の前記集合の各HARQタイミングK1値は、物理下りリンク共有チャネ
ル（PDSCH）の時間単位と、物理上りリンク制御チャネル（PUCCH）の時間単位との間の時
間関係を表わす、または、HARQタイミングK1値の前記集合の各HARQタイミングK1値は、（
PDSCH）の時間単位と物理上りリンク共有チャネル（PUSCH）の時間単位との間の時間関係
を表わし、
　前記時間単位フォーマット情報は、一つの構成周期における上りリンク伝送のための時
間単位の量および／または一つの構成周期における下りリンク伝送のための時間単位の量
を含む、ステップと；
　HARQタイミングK1値の前記集合および前記時間単位フォーマット情報に基づいてHARQフ
ィードバック情報ビットの量を決定するステップと；
　前記HARQフィードバック情報を送信するステップとを含む、
方法。
【請求項２】
　HARQタイミングK1値の前記集合および前記時間単位フォーマット情報に基づいてHARQフ
ィードバック情報の量を決定することは：
　HARQタイミングK1値の前記集合のサイズと、HARQタイミングK1値の前記集合に基づいて
決定される時間窓内における上りリンク伝送のための時間単位の量とに基づいて、前記HA
RQフィードバック情報ビットの量を決定することを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記HARQフィードバック情報ビットの量を決定することが：
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　HARQタイミングK1値の前記集合のサイズに基づいて時間窓を決定するステップであって
、前記時間窓は一つまたは複数の時間単位を含む、ステップと；
　前記時間窓が、上りリンク伝送のための時間単位を含むときは、前記時間窓から上りリ
ンク伝送のための前記時間単位を除去するステップと；
　上りリンク伝送のための前記時間単位を除去した後に得られる時間単位集合に基づいて
、前記HARQフィードバック情報ビットの量を決定するステップとを含む、
請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　当該方法はさらに：
　前記HARQフィードバック情報のための第1の上りリンク時間単位を取得し；
　前記第1の上りリンク時間単位に対応する時間窓内のPDSCHに対応するDCI内のK1によっ
て示される第2の上りリンク時間単位を取得し；
　前記第1の上りリンク時間単位が前記第2の上りリンク時間単位でないときは、前記第1
の上りリンク時間単位に対応する前記HARQフィードバック情報におけるビットをNACKに設
定することを含む、
請求項１ないし３のうちいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　受信端装置であって：
　一つまたは複数の無線資源制御（RRC）シグナリングを介して時間単位フォーマット情
報とハイブリッド自動反復要求HARQタイミングK1値の集合とを受信するように構成された
トランシーバであって、HARQタイミングK1値の前記集合の各HARQタイミングK1値は、物理
下りリンク共有チャネル（PDSCH）の時間単位と、物理上りリンク制御チャネル（PUCCH）
の時間単位との間の時間関係を表わす、または、HARQタイミングK1値の前記集合の各HARQ
タイミングK1値は、PDSCHの時間単位と、物理上りリンク共有チャネルPUSCHの時間単位と
の間の時間関係を表わし、
　前記時間単位フォーマット情報は、一つの構成周期における上りリンク伝送のための時
間単位の量および／または一つの構成周期における下りリンク伝送のための時間単位の量
を含む、トランシーバと；
　HARQタイミングK1値の前記集合および前記時間単位フォーマット情報に基づいてHARQフ
ィードバック情報ビットの量を決定するように構成されたプロセッサとを有しており、
　前記トランシーバは、前記HARQフィードバック情報を送信するようにさらに構成される
、
受信端装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、HARQタイミングK1値の前記集合のサイズと、HARQタイミングK1値の
前記集合に基づいて決定される時間窓内における上りリンク伝送のための時間単位の量と
に基づいて、前記HARQフィードバック情報ビットの量を決定するように構成される、請求
項５に記載の受信端装置。
【請求項７】
　前記プロセッサは具体的には、HARQタイミングK1値の前記集合のサイズに基づいて時間
窓を決定するステップであって、前記時間窓は一つまたは複数の時間単位を含む、ステッ
プと；前記時間窓が上りリンク伝送のための時間単位を含む場合、上りリンク伝送のため
の前記時間単位を前記時間窓から除去するステップと；上りリンク伝送のための前記時間
単位を除去した後に得られる時間単位集合に基づいて前記HARQフィードバック情報ビット
の量を決定するステップとを実行するように構成される、請求項５または６に記載の受信
端装置。
【請求項８】
　前記トランシーバがさらに：前記HARQフィードバック情報のための第1の上りリンク時
間単位を取得し；前記第1の上りリンク時間単位に対応する時間窓内で、PDSCHに対応する
DCI内でK1によって示される第2の上りリンク時間単位を取得するように構成され；
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　前記プロセッサがさらに、前記第1の上りリンク時間単位が前記第2の上りリンク時間単
位でないとき、前記第1の上りリンク時間単位に対応する前記HARQフィードバック情報に
おけるビットをNACKに設定するように構成される、
請求項５ないし７のうちいずれか一項に記載の受信端装置。
【請求項９】
　フィードバック情報を処理するための方法であって：
　一つまたは複数の無線資源制御（RRC）シグナリングを介して時間単位フォーマット情
報とハイブリッド自動反復要求HARQタイミングK1値の集合とを端末装置に送信するステッ
プであって、
　HARQタイミングK1値の前記集合の各HARQタイミングK1値は、物理下りリンク共有チャネ
ル（PDSCH）の時間単位と、物理上りリンク制御チャネル（PUCCH）の時間単位との間の時
間関係を表わす、または、HARQタイミングK1値の前記集合の各HARQタイミングK1値は、PD
SCHの時間単位と、物理上りリンク共有チャネル（PUSCH）の時間単位との間の時間関係を
表わし、
　前記時間単位フォーマット情報は、一つの構成周期における上りリンク伝送のための時
間単位の量および／または一つの構成周期における下りリンク伝送のための時間単位の量
を含む、ステップと；
　前記端末装置からHARQフィードバック情報を受信するステップであって、HARQフィード
バック情報ビットの量は、HARQタイミングK1値の前記集合および前記時間単位フォーマッ
ト情報に関連付けられている、ステップとを含む、
方法。
【請求項１０】
　前記HARQフィードバック情報ビットの量は、HARQタイミングK1値の前記集合のサイズと
、HARQタイミングK1値の前記集合に基づいて決定される時間窓内における上りリンク伝送
のための時間単位の量とに関連付けられている、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　無線通信ネットワークにおける装置であって：
　一つまたは複数の無線資源制御（RRC）シグナリングを介して時間単位フォーマット情
報とハイブリッド自動反復要求HARQタイミングK1値の集合とを端末装置に送信するよう構
成された送信機であって、
　HARQタイミングK1値の前記集合の各HARQタイミングK1値は、物理下りリンク共有チャネ
ル（PDSCH）の時間単位と、物理上りリンク制御チャネル（PUCCH）の時間単位との間の時
間関係を表わす、または、HARQタイミングK1値の前記集合の各HARQタイミングK1値は、PD
SCHの時間単位と、物理上りリンク共有チャネル（PUSCH）の時間単位との間の時間関係を
表わし、
　前記時間単位フォーマット情報は、一つの構成周期における上りリンク伝送のための時
間単位の量および／または一つの構成周期における下りリンク伝送のための時間単位の量
を含む、送信機と；
　前記端末装置からHARQフィードバック情報を受信するよう構成された受信機であって、
HARQフィードバック情報ビットの量は、HARQタイミングK1値の前記集合および前記時間単
位フォーマット情報に関連付けられている、受信機とを有する、
装置。
【請求項１２】
　前記HARQフィードバック情報ビットの量は、HARQタイミングK1値の前記集合のサイズと
、HARQタイミングK1値の前記集合に基づいて決定される時間窓内における上りリンク伝送
のための時間単位の量とに基づいて決定される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　請求項１ないし４および９ないし１０のうちいずれか一項に記載の方法を実行するよう
に構成された、無線通信ネットワークにおける装置。
【請求項１４】
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　コンピュータ読み取り可能記憶媒体であって、当該コンピュータ読み取り可能記憶媒体
は、コンピュータ読み取り可能命令を含み、コンピュータが前記コンピュータ読み取り可
能命令を読み取って実行するとき、該コンピュータが請求項１ないし４および９ないし１
０のうちいずれか一項に記載の方法を実行する、コンピュータ読み取り可能記憶媒体。
【請求項１５】
　メモリおよびプロセッサを有するチップであって、前記メモリは、コンピュータ・プロ
グラムを記憶するように構成され、前記プロセッサは、前記メモリから前記コンピュータ
・プログラムを呼び出し、前記コンピュータ・プログラムを実行するように構成され、そ
れにより前記プロセッサが、請求項１ないし４および９ないし１０のうちいずれか一項に
記載の方法を実行する、チップ。
【請求項１６】
　プロセッサと、前記プロセッサによる実行のためのプログラム命令を記憶しているメモ
リとを有する、無線通信ネットワークにおける装置であって、
　前記プロセッサによって実行されたとき、前記プログラム命令は、当該装置に請求項１
ないし４および９ないし１０のうちいずれか一項に記載の方法を実行させる、
装置。
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